
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 神
奈
川
茗
渓
会 

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催 

 

茗
渓
会
同
窓
の
第
二
回
目
の
親
睦

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
す
。
十
一
月
二
十

二
日
、
昨
年
と
同
じ
く
秦
野
「
東
京
カ

ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
五
月
九
日
以
来
の
十
五

度
を
切
る
低
い
気
温
で
、
雨
の
予
報

で
し
た
が
、
不
思
議
と
雨
に
出
く
わ

す
こ
と
も
な
く
、
プ
レ
ー
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

参
加
者
十
一
名
で
三
組
で
し
た
。

（
組
合
せ
は
以
下
の
通
り
で
す
）
。 

 

大
先
輩
の
杉
山
浩
一
郎
氏
（
ｓ29
教

日
）
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
、
コ
ン
ペ
に
相
応
し
い
盛

り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。 

来
年
も
同
じ
時
期
に
第
三
回
の
親

睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
同
窓
と
し
て
、
老
い
も
若
き
も

肩
を
並
べ
、
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な
が

ら
、
語
ら
い
、
親
睦
を
深
め
、
さ
ら
に

広
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

広
報
紙
や
総
会
の
場
を
通
じ
て
、

広
く
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 ゴ

ル
フ
は
年
齢
層
が
厚
く
、
様
々

な
業
界
に
属
す
る
方
々
が
気
軽
に
集

え
る
競
技
か
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
！ 

 

（文
責 

大
畑
多
津
雄 

S52
教
数
） 

 

め
て
い
く
こ
と
で
、
会
の
発
展
を
図
る

の
が
時
代
の
趨
勢
だ
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
一
方
で
厳
し
い
課
題
が
山

積
す
る
昨
今
の
教
育
に
思
い
を
馳
せ
れ

ば
、
様
々
な
状
況
に
適
応
で
き
る
多
様

性
・
柔
軟
性
の
あ
る
優
秀
な
教
師
が
ま

す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
日
本
の
教
育
を
支
え
て
い

く
有
為
な
人
材
を
子
供
た
ち
の
も
と
に

送
り
届
け
た
い
。
高
等
師
範
、
東
京
高

師
、
東
京
文
理
大
、
東
京
教
育
大
と
脈
々

と
流
れ
て
き
た
教
育
に
対
す
る
熱
き
想

い
は
、
筑
波
大
学
に
つ
な
が
る
我
々
の

大
学
の
変
遷
の
中
に
あ
っ
て
も
、
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
事
な
「
魂
」
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

教
育
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
「
不
易

と
流
行
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、「
流
行
」
に
足
場

を
置
き
つ
つ
、
同
窓
会
と
し
て
の
「
不

易
」
の
部
分
は
、
先
輩
諸
氏
が
大
切
に
育

ん
で
き
た
「
魂
」
と
し
て
、
今
後
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

日
の
本
の 

教
え
の
庭
に 

 

い
と
高
き 

学
舎
あ
り
と 

 

人
も
知
る 

茗
渓
の
水 

 
 

よ
し
涸
れ
よ 

濁
さ
ん
よ
り
は 

 

茗
溪
か
な
が
わ 

 

第
十
四
号
の
発
行
に
際
し
て 

～
想
う
と
こ
ろ
あ
り
～ 

神
奈
川
茗
溪
会
会
長 

大
畑
多
津
雄 

七
月
十
五
日
（
日
）、
一
般
社
団
法
人

茗
渓
会
理
事
の
川
田
孝
一
氏
（
ｓ
三
九

教
大
総
農
）
を
お
招
き
し
て
、
茗
渓
会
神

奈
川
支
部
総
会
と
懇
親
会
が
、
横
浜
中

華
街
の
『
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
』
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

例
年
で
す
と
、
七
月
の
第
一
土
曜
日

開
催
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
は
、
当
該
日
が
大
安
吉
日
と
い
う

こ
と
で
結
婚
披
露
宴
が
多
く
、
異
例
の

開
催
日
設
定
と
な
り
ま
し
た
。
三
連
休

の
中
日
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
の
出

足
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
通
り

の
参
加
者
人
数
（
総
会
六
四
、
懇
親
会
七

八
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

〇
総
会
に
先
立
ち 

十
一
時
。
総
合
司
会
（
山
崎
紀
彦
氏
ｓ

五
三
教
院
農
）
の
促
し
で
総
会
に
先
立

っ
て
出
席
者
一
同
が
黙
祷
し
、
昨
年
の

総
会
以
降
に
訃
報
を
頂
戴
し
た
十
三
名

の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

し
た
。 

 

〇
総
会
の
様
子 

坂
本
紀
典
氏
（
ｓ
五
一
教
大
健
教
）
は

開
会
の
辞
の
中
で
、『
写
真
集 

東
京
教

育
大
学
百
年
』（
昭
和
五
五
年
十
月
初 
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七
月
の
総
会
で
矢
野
前
会
長
か
ら
会

長
職
を
引
き
継
い
で
早
や
半
年
、
こ
の

間
、
産
業
人
倶
楽
部
の
立
ち
上
げ
、
箱
根

駅
伝
の
応
援
（
本
誌
四
ペ
ー
ジ
参
照
）
な

ど
、
神
奈
川
茗
渓
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
新
た
な
取
り
組
み
を
し
て
き

ま
し
た
。 

私
は
東
京
教
育
大
学
最
後
の
卒
業
生

で
す
。
筑
波
大
学
が
開
校
し
て
四
十
二

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
筑
波
大
学
の
歩
み
は
、
国
内
的
に

も
国
際
的
に
も
開
か
れ
た
総
合
大
学
と

し
て
確
立
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
平
成
二
十

九
年
度
の
学
群
進
路
状
況
を
見
る
と
、

卒
業
生
全
体
の
43
％
に
あ
た
る
980
名

が
就
職
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
807
名

（
82
％
）
が
民
間
企
業
で
あ
り
、
わ
ず

か
43
名
（
４
％
）
が
教
職
に
就
く
の
み

で
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
会

の
維
持
・
発
展
を
考
え
た
と
き
、
企
業
に

進
む
同
窓
を
取
り
込
む
た
め
の
算
段
を

整
え
る
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
本
部
に
倣
っ
て
、
神
奈
川
茗
渓
会

と
し
て
も
同
様
の
流
れ
を
作
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
我
が
同
窓
会
に
加
入

し
て
く
る
卒
業
生
を
多
く
受
け
止
め
る

た
め
に
も
、
産
業
人
の
会
の
活
動
を
軌

道
に
乗
せ
て
、
同
窓
の
取
り
込
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
、
会
の 

参
加
者
と
組
み
合
わ
せ
（敬
称
略
） 

【
一
組
】 

林
忠
（
ｓ58
筑
一
自
）
、
熊
澤
茂
（
S45
教

農
工
）、
村
松
誠
（
S50
教
健
）、
大
畑
多
津
雄 

【
二
組
】
新
木
康
稔
（
S41
教
体
）
、
落
信
久
（
ｓ43
教

体
）、
矢
嶋
博
（
s45
教
体
） 

【
三
組
】
大
辻
昇
（
S42
教
総
農
）
、
高
橋
正
一
（
S42

教
総
農
）
、
鈴
木
克
己
（
S39
教
生
）
、
水
江
彰
一

（
S37
教
英
） 

 

杉山氏寄贈のトロフィーと最初に

受賞した大畑会長 



 

 

 

 

 

 

 

  

三
つ
の
集
い
の
合
同
開
催 

・
若
手
の
会
（
若
手
交
流
会
） 

・
産
業
人
の
会
（
神
奈
川
産
業
人
倶
楽
部
） 

・
若
手
教
員
の
会
（
新
泉
組
） 

神
奈
川
で
開
か
れ
た
茗
渓
の
つ
ど
い 

十
一
月
十
七
日
（
土
）
は
、
若
手
交

流
会
の
開
催
日
で
し
た
。
十
一
月
の
第

三
土
曜
日
、
横
浜
ス
カ
イ
ビ
ル
十
一
階

の
中
華
店
『
大
陸
』
と
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
平
成
年
代
の
卒
業
（
修
了
）
生
を

対
象
と
し
た
交
流
会
で
、
教
育
関
係

者
、
研
究
者
、
企
業
人
、
行
政
職
な
ど

多
士
済
々
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま

す
。 八

回
目
と
な
る
当
日
は
茗
渓
本
部

で
理
事
会
が
あ
り
、
川
田
理
事
と
矢
野

理
事
の
お
二
人
は
、
理
事
会
終
了
後
に

会
場
に
駆
け
つ
け
る
手
筈
で
し
た
。
事

情
を
ご
存
知
の
江
田
理
事
長
は
、
理
事 

若
手
教
員
の
会
は
別
室
で
研
鑽
会

を
行
っ
た
後
で
合
流
し
ま
し
た
。
す
で

に
、
産
業
人
倶
楽
部
と
若
手
交
流
会
は

宴
を
始
め
て
お
り
、
そ
こ
に
若
手
教
員

が
合
流
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。 

「
定
期
的
な
研
鑽
と
交
流
を
通
し

て
、
神
奈
川
の
教
育
を
牽
引
す
る
人
材

と
な
っ
て
ほ
し
い
。『
新
泉
組
』
の
由
来

は
、
教
員
採
用
二
次
対
策
を
茗
渓
会
館

の
新
泉
の
間
で
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

受
講
者
の
つ
な
が
り
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
大
畑
会
長

か
ら
の
紹
介
を
受
け
て
、
若
手
教
員
の

自
己
紹
介
が
あ
り
、
一
同
揃
っ
て
の
乾

杯
と
な
り
ま
し
た 

茗
渓
会
は
教
員
集
団
と
し
て
の
同

窓
会
か
ら
脱
皮
し
、
総
合
大
学
を
卒
業

す
る
多
く
の
産
業
人
を
取
り
込
も
う

と
す
る
動
き
を
進
め
な
が
ら
も
、
こ
れ

ま
で
日
本
の
教
育
を
支
え
て
き
た
と

い
う
矜
持
を
、
今
こ
そ
持
つ
べ
き
で
あ

る
と
い
う
基
本
を
確
認
し
、
乾
幹
事
に

よ
る
手
締
め
と
な
り
ま
し
た
。 

 

会
を
定
刻
に
終
え
て
早
々
に
会
場
に

向
か
わ
せ
る
よ
う
に
配
慮
な
さ
っ
た

よ
う
で
、
両
理
事
は
開
催
時
刻
に
は

『
大
陸
』
の
前
に
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
、
若
手
交
流
会
と
他
の
二

つ
の
会
と
の
合
同
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

一
つ
は
、
中
道
徹
副
会
長
が
手
が
け

る
「
神
奈
川
産
業
人
倶
楽
部
」 

一
つ
は
、
大
畑
多
津
雄
会
長
が
指
導

す
る
「
若
手
教
員
の
会
（
新
泉
組
）
」
で

す
。 

 

さ
て
、
神
奈
川
産
業
人
倶
楽
部
に
話

を
移
し
ま
す
。 

八
月
十
八
日
（
土
）
午
後
六
時
か
ら

発
足
準
備
会
が
開
か
れ
、
概
ね
次
の
よ

う
な
話
し
合
い
と
な
り
ま
し
た
。 

▼
大
畑
多
津
雄
（
会
長
） 

 

こ
れ
ま
で
教
員
が
中
心
で
あ
っ
た

茗
渓
会
か
ら
、
県
内
の
産
業
人
を
結
集

し
た
組
織
づ
く
り
へ
と
、
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。 

▼

塚
本
格
（
H8
社
工 

武
田
薬
品
）  

確
か
に
、
他
大
学
と
較
べ
る
と
同
窓

の
繋
が
り
が
薄
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
茗

渓
産
業
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
は

有
益
で
あ
る
。
自
分
も
協
力
し
た
い
。 

若手交流会に合流して、挨拶する新泉組の面々 

左から、祐松智紀（H29筑人教、数学）、原口楓規（H30筑院教、

数学）、向井桜（H31 筑院教、国語）、平山明広（H22 筑人日、国

語） 以上、敬称略 

若手教員（新泉組）と談笑する矢野理事（中央） 

教育行政の同窓と談笑する川田理事（向こう側） 

▼

中
道
徹
（
企
業
担
当
副
会
長
）  

年
度
内
に
産
業
人
の
呼
び
か
け
に

よ
り
会
の
発
足
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。
神
奈
川
に
は
若
手
の
会
が
あ

り
、
産
業
人
も
多
く
参
加
し
て
い
る
の

で
、
な
ん
ら
か
の
コ
ラ
ボ
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

 

▼
加
藤
充
洋
（
会
長
代
行
） 

 

総
会
の
呼
び
か
け
や
会
報
送
付
の

た
め
の
名
簿
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
活

用
し
て
産
業
人
を
抽
出
し
、
呼
び
か
け

る
こ
と
は
で
き
る
。
今
後
は
、
業
種
等

の
把
握
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。  

▼
小
泉
い
づ
み
（
行
政
担
当
副
会
長
）  

 

行
政
も
産
業
人
の
会
に
属
す
る
。
女

性
の
参
加
者
を
増
や
す
企
画
も
必
要

に
思
う
。 

 

 
 

参加者：矢野理事、塚本格氏、大畑会長、加藤会長代行、小泉行政担当副

会長、出井学校担当副会長、山崎企業担当副会長、望月地区担当副会長、

山田地区担当副会長、大石事務局長、添野事務局庶務 
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厚
木
の
会
（
愛
厚
海
） 

第
三
回
目
の
愛
甲
・
厚
木
・
海
老
名
地

区
の
会
合
で
、
ま
た
素
敵
な
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
初
参
加
の
中
村
元
彦
氏

（
H6
筑
大
体 
厚
木
北
高
校
教
頭
）
と
仲

弥
貴
晴
氏
（
S49
教
大
農
化
）
と
の
出
会
い

で
す
。 

第
一
回
目
の
会
合
で
は
、
こ
の
会
代
表

の
米
田
二
良
氏
（
S49
教
大
数
）
と
小
川
秀

雄
氏
（
S50
教
大
化
学
）
の
部
活
動
の
先
輩

と
後
輩
の
出
会
い
で
し
た
が
、
今
回
は
師

弟
の
出
会
い
で
す
。
中
村
氏
は
、
教
員
と

な
っ
た
中
弥
氏
の
最
初
の
赴
任
先
（
県
立

川
和
高
校
）
の
生
徒
で
、
当
時
は
生
物
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
と
云
っ
て
い
ま
し

た
。
卒
業
が
平
成
二
年
で
す
か
ら
、
卒
業

以
来
と
す
れ
ば
実
に
二
十
八
年
ぶ
り
と

な
り
ま
す
。 
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そ
れ
を
観
た
現
役
の
校
長
か
ら
報
告
が

あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

中
野
久
美
子
氏
（
S57
筑
体 

麻
生
総

合
高
等
学
校
長
）
の
司
会
振
り
も
板
に
つ

い
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
会
が
神
奈
川
の
公
教
育
の
発
展

に
資
す
る
も
の
と
し
て
末
永
く
継
承
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
大
石
氏
（
城
山
高

校
長
）
の
エ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
盛
会
の
裡

に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

中村氏と中弥氏。帰り
際、高校の同窓に送りた

いと、ツーショット 

茗
渓
十
二
月
会 

十
二
月
一
日
（
土
）
、
恒
例
の
会
が
『
上

海
料
理 

状
元
楼
』
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
校
長
・
副
校
長
・
教
頭
・
総
括
教
諭
・

行
政
職
の
方
で
構
成
さ
れ
る
会
で
す
。
前

会
長
か
ら
「
名
称
を
な
ん
と
か
し
ろ
」
と

言
わ
れ
、
『
茗
渓
十
二
月
会
』
と
改
称
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
二
月
第
一
土

曜
日
が
例
年
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
名
称
と
し
ま
し
た
。 

矢
野
理
事
、
大
畑
会
長
、
西
村
顧
問
を

来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
二
十
三
名
の
会

合
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
、P

T
A

の
県
大
会
が
行
わ
れ

た
よ
う
で
、
そ
の
中
で
、
新
城
高
校
の
広

報
部
が
「
校
長
先
生
の
一
日
」
と
い
う
特

集
を
発
表
し
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
の
大
画

面
に
当
時
の
校
長
で
あ
っ
た
加
藤
充
洋

氏
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

 

 

加藤充洋氏（S56 筑一社）と堤誠

一氏（S55 筑二人間）の“卒業の

挨拶”で盛り上がる会場 

    

 

当
日
は
初
参
加
の
方
も
数
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
同
窓
、
あ
っ

と
い
う
間
に
打
ち
解
け
、
あ
ち
こ
ち
で
笑

い
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
回
、

自
己
紹
介
の
際
に
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ

ま
す
が
、
今
回
は
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
大
学
時
代
や
現
在

の
研
究
や
興
味
関
心
を
交
え
な
が
ら
、
楽

し
い
自
己
紹
介
と
な
り
ま
し
た
。 

  

     

 

 

神奈川茗渓会の総会・講演会と懇親会のお知らせ 

開催日時 平成 31年 7月 27日（土） 11:00～（受付 10:45） 

開催場所 ローズホテル横浜（☎ 045-681-3311） 

●JR根岸線「石川町(北口)」より徒歩 10分 

●みなとみらい線「元町・中華街駅」より徒歩1分 

  

日 程  総 会  11:00 ～ 12:00 宴会場（2階） 

       講演会  12:00 ～ 13:00 宴会場（2階） 

                           *箱根駅伝と東京高等師範（現筑波大学）についての講演を予定しています。 

       懇親会： 13:15 ～ 15:30 ボール・ルーム（2階） 

               ＊当日、参加者人数により、会場が変更となる場合がございます。 

  懇親会費等 10,000 円（支部会費 1,000 円を含みます。当日、受付にて申し受けます。） 

＊本部会費 3,500 円/年 の納入も受け付けております。 

 

    ご出欠席の返信    7 月 11日（木）までに、同封のはがきにてお知らせください。 

      支部会費納入のお願い 当日不参加の方は、同封の払い込み用紙にて支部会費（1,000 円/年）をご納入ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N

H

K
の
大
河
ド
ラ
マ
『
い
だ
て

ん
』
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？ 

高
等
師
範
学
校

（
現
筑
波
大
学
）
の
師
弟
（
嘉
納
治
五

郎
と
金
栗
四
三
）
を
主
人
公
と
し
た

「
東
京
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
噺
」
で
す
。
も

ち
ろ
ん
『
い
だ
て
ん
』
と
は
日
本
に
お

け
る
「
マ
ラ
ソ
ン
の
父
」
と
い
わ
れ
る

金
栗
四
三
の
こ
と
で
す
。 

第
一
回
の
箱
根
駅
伝
（
東
京
箱
根
間

往
復
大
学
駅
伝
競
走
）
は
一
九
二
〇
年

に
開
催
さ
れ
、
そ
の
開
催
に
金
栗
四
三

も
尽
力
し
て
い
ま
す
。
出
場
校
は
四
校

（
明
治
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
慶
應
義

塾
大
学
、
そ
し
て
東
京
高
等
師
範
学

校
）
で
し
た
。
多
く
の
大
学
や
専
門
学

校
は
十
人
の
選
手
を
揃
え
ら
れ
ず
、
参

加
を
断
念
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

往
路
は
二
月
十
四
日
、
復
路
は
二
月

十
五
日
。
午
前
中
の
授
業
を
終
え
て
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
た
め
、
夕
闇
の
中
の

ゴ
ー
ル
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

優
勝
校
は
東
京
高
師
で
し
た
。
こ
う
し

て
、
箱
根
駅
伝
は
現
在
に
至
り
ま
す
。 

第
一
回
開
催
か
ら
九
十
九
年
後
。 

第
九
五
回
、
平
成
最
後
の
箱
根
駅
伝

が
一
月
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
に
、
筑
波
大
学
二
年
生
の

相
馬
崇
史
君
が
出
場
し
ま
し
た
。 

相
馬
君
が
学
生
連
合
の
選
手
と
し

て
往
路
五
区
を
走
る
と
い
う
情
報
を
、 

箱
根
駅
伝 

応
援
始
末
記 

茗渓かながわ 2019.6 神奈川茗渓会発行                                         （４） 

茗
渓
本
部
か
ら
頂
い
て
、「
現
地
で
相

馬
君
を
声
援
す
る
」
計
画
を
立
て
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
年
の
瀬
も
押
し

迫
る
頃
で
し
た
が
、
大
畑
会
長
の
下
、

大
石
事
務
局
長
を
中
心
に
実
現
に
向

け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。 

の
ぼ
り
旗
は
茗
渓
本
部
で
新
調
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
八
〇
cm
の

大
ぶ
り
の
立
派
な
も
の
で
、
下
に
茗

渓
会
と
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
や
り
と
り
で
わ
か
っ
た
の
で
す

が
、
筑
波
大
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー

は
紫
色
で
は
な
く
、
空
色
な
ん
で
す
。

相
馬
君
が
着
用
し
て
い
る
シ
ャ
ツ

も
、
そ
の
色
で
し
た
。 

             

の
ぼ
り
旗
の
送
り
先
と
保
管
場
所

が
問
題
で
し
た
。 

大
き
な
旗
で
す
。
当
日
の
駅
や
電

車
の
混
雑
の
中
で
持
ち
歩
く
の
は
顰

蹙
の
的
と
な
る
だ
け
で
す
。 

 

大
畑
会
長
を
中
心
に
、
同
窓
の
住

所
と
小
田
原
市
街
図
を
照
ら
し
合
わ

せ
る
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

第五区を力走する相馬崇史選手 
※写真：筑波大学新聞、つくばスポーツ Online、筑波

大学ＨＰ、小宮和之氏、有川秀明氏他 

こ
う
し
て
、
風
祭
近
在
に
お
住
い
の

安
藤
啓
一
（
S35
教
国
）
先
輩
の
ご
快
諾

を
い
た
だ
き
、
の
ぼ
り
旗
を
当
日
ま
で

保
管
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

一
月
二
日
（
水
）
午
前
十
時
。 

有
志
が
「
鈴
廣
か
ま
ぼ
こ
の
里
」
に

集
合
し
ま
し
た
。
鈴
廣
前
は
小
田
原
中

継
所
と
い
う
重
要
地
点
で
、
多
く
の
人

が
詰
め
か
け
、
沿
道
は
場
所
取
り
の
シ

ー
ト
が
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。
観
戦
ル

ー
ル
（
中
継
所
前
後
100
ｍ
は
、
の
ぼ
り

や
プ
ラ
カ
ー
ド
持
参
の
応
援
禁
止
）
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
適
当
な
場
所
を
求

め
た
末
に
、
走
路
の
反
対
側
、
中
継
所

か
ら
約
200

ｍ
箱
根
寄
り
の
場
所
に
陣

取
り
ま
し
た
。
走
る
選
手
に
と
っ
て

は
、
視
界
が
い
き
な
り
開
け
、
目
に
つ

く
場
所
で
す
。 

の
ぼ
り
旗
を
組
み
立
て
た
頃
に
、
川

田
理
事
、
陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
が
合
流
し

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
観
戦
し
て
い
る
佐
々

木
悦
子
氏
か
ら
メ
ー
ル
が
入
り
ま
す
。

「
平
塚
中
継
所
に
学
連
選
手
が
到
着
、

順
位
は
22
位
、
ト
ッ
プ
と
の
差
は
、
11

分
27
秒
で
す
。
行
け
ー
（
原
文
）
」 

小
柄
な
身
体
全
体
を
使
い
力
走
す

る
相
馬
君
が
見
え
て
き
ま
し
た
。 

「
相
馬
、
頑
張
れ
！
」 

「
筑
波
フ
ァ
イ
ト
！
」 

応
援
に
参
加
し
た
全
員
で
大
き
な

声
援
を
送
り
ま
し
た
。
の
ぼ
り
旗
も
左

右
に
大
き
く
振
ら
れ
て
い
ま
す
。 

相
馬
選
手
が
走
り
去
っ
た
後
、
周
囲

に
は
全
力
で
応
援
し
た
余
韻
が
残
っ

て
い
ま
す
。
・
・
・
宣
揚
歌
斉
唱
！ 

 

最
後
に
、
全
員
で
「
桐
の
葉
」
を
唄

い
、
筑
波
大
学
へ
の
エ
ー
ル
を
箱
根
の

山
に
向
か
っ
て
送
り
ま
し
た
。 

（大
石
事
務
局
長
の
報
告
よ
り
） 

相馬君を激励する川田理事と加藤会長代行 

【
応
援
参
加
者 

計
20
名
】 

 
 
 
 
 

 

川
田 

孝
一
（
S39
教
総
農
） 

関
口 

和
敏
（
S47
教
農
） 

高
橋 

 

悟
（
S48
教
体
） 

中
村 

伸
二
（
S51
教
農
） 

室
橋
富
美
夫
（
Ｓ53
筑
体
） 

森 
 

二
郎
（
Ｓ53
筑
体
） 

西
塚 

祐
一
（
S55
筑
体
） 

加
藤 

充
洋
（
S56
筑
一
社
会
） 

大
石 

 

進
（
S56
筑
体
） 

山
本 

栄
一
（
S60
筑
一
人
文
） 

吉
田 

 

豊
（
S61
筑
三
社
工
） 

吉
田 

京
子
（
H3
筑
体
）
と
御
子
息
二
人 

岡
野 

正
之
（
H1
筑
一
自
）
と
奥
様 

川
口 

浩
一
（
H1
筑
三
基
） 

内
野 

延
泰
（
H8
筑
一
社
会
） 

猿
渡 

 

篤
（
H13
筑
修
環
） 

永
見
聡
一
朗
（
H23
筑
情
報
） 

（
筑
波
大
学
現
役
学
生
等
５
名
） 

【
そ
の
他
支
援
を
頂
い
た
先
輩
】 

安
藤 

啓
一
（
S35
教
国
） 

安
藤 

 

彬
（
S38
教
体
） 

椎
谷 

勝
彦
（
S41
教
体
） 

佐
々
木
悦
子
（
S46
教
体
） 

船
原 

勝
英
（
S49
教
体
） 

大
畑
多
津
雄
（
S52
教
数
） 

矢
野 

正
人
（
S53
教
院
修
農
経
） 

石
塚 

靖
夫
（
S53
筑
一
人
文
） 

のぼり旗を見て筑波大生４人が声をかけてきました。 

箱根寄りで応援したいと湯本方面に歩いて行きました。 


